
モジュールの管理

この章は、次の項で構成されています。

• モジュール, 1 ページ

モジュール
モジュールは、Cisco UCS Directorへの最上位の論理エントリポイントです。

モジュールには、次のコンポーネントを含めることができます。

説明コンポーネント

ワークフローを定義する際に使用できるワークフロータスク。タスク

Cisco UCS Director UIに表示されるレポート。レポートには、アクションボ
タンを含めることも含めないことも可能です。

レポート

満たされたときに何らかのアクションに関連付けできる条件。例：VMの
シャットダウン、VMの起動など。

トリガー

モジュールの作成

カスタムモジュールが機能するためには次の項目を準備する必要があります。

• AbstractCloupiaModuleを拡張するクラス。

• AbstractCloupiaModuleを拡張するモジュールクラスの OnStartメソッドをオーバーライドし
ます。

•依存 jarおよびモジュールクラスを指定する .featureファイル。

•カスタムモジュールでは、module.propertiesファイルが必須です。
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はじめる前に

Open Automation SDKバンドルのサンプルプロジェクトで FooModuleを参照してください。

手順

ステップ 1 AbstractCloupiaModuleクラスを拡張し、このクラスのすべてのカスタムコンポーネントを登録
します。

ステップ 2 依存 jarおよびモジュールクラスを指定する .featureファイルを作成します。
このファイルは、拡張子.featureで終わる必要があります。foo.featureを参考にしてください。
ベストプラクティスは、モジュール IDでこのファイルの名前を付けることです。.featureファ
イルの詳細については、モジュールのパッケージ化, （5ページ）を参照してください。

ステップ 3 libフォルダに必要なカスタム jarファイルを追加します。

ステップ 4 プロパティファイルは、モジュール jarのルートレベルでパッケージ化します。
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Cisco UCS Directorは、検証用に propertiesファイルを提供します。SDKのサンプルに、パッ
ケージ化プロセスを処理するビルドファイルが用意されています。

module.propertiesファイルの内容は、module.propertiesファイルの概要, （3ペー
ジ）で説明されています。

（注）

ステップ 5 module.propertiesファイルで、moduleIDをカスタムモジュールの IDに書き換えます。

ステップ 6 Eclipse IDEパッケージエクスプローラから、build.xmlファイルを右クリックして、ANTター
ゲットビルドを実行します。これにより、モジュールの Zipファイルが生成され、プロジェクト
のベースディレクトリに保存されます。

module.properties ファイルの概要
module.propertiesファイルはプラットフォームのランタイムにモジュールを公開します。こ
のファイルは、モジュールの特定のプロパティを定義します。

サンプルの module.propertiesファイルを次に示します。

moduleID=foo
version=1.0
ucsdVersion=5.4.0.0
category=/foo
format=1.0
name=Foo Module
description=UCSD Open Automation Sample Module
contact=support@cisco.com
key=5591befd056dd39c8f5d578d39c24172

次の表で内容について説明します。

表 1：新しい Module.Properties（module.properties）

説明[名前（Name）]

モジュールの一意の識別子。このプロパティは必須です。

例：

moduleID=foo

推奨されているベストプラクティスは、この IDを
3～ 5文字の小文字の ASCIIアルファベット文字
列に限定することです。

ヒント

moduleID

モジュールの現在のバージョン。このプロパティは必須で

す。

例：

version=1.0

version
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説明[名前（Name）]

モジュールをサポートする（モジュールが最適に動作する）

ように設計された Cisco UCS Directorのバージョン。このプ
ロパティは必須です。

例：

ucsdVersion=5.4.0.0

ucsdVersion

すべてのタスクが配置されるパス（/location）。このプロパ
ティは必須です。

例：

category=/foo

categoryは、タスクが配置される場所へのフルパス
です。タスクモジュールが検証されていない場合、

パスは Open Automation Community
Tasks/Experimentalの下に設定されます。タスクモ
ジュールが検証されると、タスクはルートフォル

ダ相対で任意の場所に配置されます。たとえ

ば、/Physical Storage Tasks/fooを使用して、タスク
がこのフォルダーの下に配置されるようにできま

す。または、/Open Automation Community
Tasks/Validated/fooや /fooの下にも配置できます。
この最後のケースでは、理論上、fooという名前の
フォルダがルートレベルに存在することになりま

す。この変更により、開発者は open automationの
直下または、open automationのカテゴリの下にない
カテゴリにタスクを配置することができます。

（注）

category

このモジュールの形式のバージョン。このプロパティは必須

です。デフォルトでは、カスタムモジュールにはバージョン

1.0が設定されます。

例：

format=1.0

CiscoUCSDirectorリリース 5.0.0.0現在、「1.0」
が唯一の許容値です。

制約事項

形式

Open Automationレポート内のモジュールの識別に使用され
るわかりやすい文字列。

例：

name=Foo Module

名前
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説明[名前（Name）]

モジュールの機能に関するわかりやすいテキスト。

例：

description=UCSD Open Automation Sample Module

説明

モジュールのユーザがサポートを依頼するための電子メール

アドレス。

例：

contact=support@cisco.com

連絡先

Cisco UCS Director Open Automationグループがモジュールを
検証する目的で提供する暗号化キー。

例：

key=5591befd056dd39c8f5d578d39c24172

key

必須プロパティを変更しようとすると、更新によってモジュールが無効になります。必須プロ

パティのいずれかを変更した場合は、再度、検証を依頼する必要があります。対照的に、必須

ではない name、description、および contactの値は、再検証しなくても、変更または省略でき
ます。

（注）

モジュールのパッケージ化

モジュールには、必要なすべての依存 JARファイル、クラス、およびmodule.propertiesファ
イルが、.featureファイルとともにパッケージ化されます。.feature（発音は「ドットフィー
チャー」）ファイルは、プロジェクトのルートと同じフォルダに配置されます。このファイルに

は、このモジュールに関連付けられている JARと、依存 JARファイルへのパスが示されま
す。.featureファイルの名前は <moduleID>-module.featureです。

シスコは、Eclipseに付属している Apache ANT™の構成ツールを使用することを推奨します。別
のビルドツールを使用することも、ご自身でビルドを作成することもできますが、ANTでビルド
した場合と同じ特性のパッケージを提供する必要があります。

次の例に、.featureファイルの内容を示します。

{
jars: [ "features/feature-chargeback.jar",
"features/chargeback/activation-1.1.jar",
"features/chargeback/axis2-jaxbri-1.5.6.jar",
"features/chargeback/bcel-5.1.jar",
"features/chargeback/jalopy-1.5rc3.jar",
"features/chargeback/neethi-2.0.5.jar",
"features/chargeback/antlr-2.7.7.jar",
"features/chargeback/axis2-jaxws-1.5.6.jar",]
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features: [ "com.cloupia.feature.oabc.OABCModule" ]
}

build.xmlファイルから、ANTターゲットのビルドを実行します。これにより、必要な Zipファイ
ルが生成され、プロジェクトのベースディレクトリに保存されます（これは、サンプルプロジェ

クトをプロジェクトのベースとして使用していることを前提とします。サンプルプロジェクトを

このように使用することは推奨されませんが、このデモではベースとしています）。

モジュールがサンプルソースコードにない jarに依存している場合、jarを build.xmlファイルに
含めることで zipファイルに入れてください。

次の例は、サードパーティの JARを含むモジュールレイアウトを示しています。
feature-oabc

feature oabc.jar
oabc
lib
flex
flex-messaging-common.jar

oabc.feature

モジュール jarと.featureが zipファイルのトップレベルに置かれています。/moduleID/lib/
フォルダのパスの下にサードパーティ JARを配置します。必須ではありませんが、ベストプラク
ティスはサードパーティ jarを /moduleID/libフォルダパスの下に置いてから、その他のサブ
ディレクトリを必要に応じて追加することです。

{
jars: [ 'features/feature-oabc.jar", features/oabc/lib/flex-messaging-common.jar ],
features: [ "com.cloupia.feature.oabc.OABCModule" ]

}

jarファイルへの参照は、必ず features/で始めます。jarを .featureファイルにリストする
ときに、jarがfeatures/から始まっていることを確認してください。これにより、jarへのパス
を含めることができます。各 jarのパスは、zipファイルで使用しているパスと同じパスにする必
要があります。ベストプラクティスは、先頭にモジュール jarを置き、その後に依存性を追加し
て、モジュールが確実にロードされるようにすることです。

Cisco UCS Director でのモジュールの展開
CiscoUCSDirectorユーザインターフェイスには [オープンオートメーション（OpenAutomation）]
コントロールが用意されており、これを使用してモジュールのアップロードや管理を行うことが

できます。これらのコントロールを使用して、モジュールの Zipファイルを Cisco UCS Directorに
アップロードします。

アップロードでは、Zipファイル形式のみがサポートされます。（注）

はじめる前に

モジュールを有効化またはアクティブ化するにはCiscoUCSDirectorサービスを再起動する必要が
ありますが、そのためには shell adminアクセス権が必要です。このアクセス権は、システム管理
者から取得します。[Cisco UCS Directorシェルメニュー（Cisco UCS Director Shell Menu）]をシェ
ル管理者として使用するには、ログイン shelladminと管理者が支給するパスワードを使用して、
SSHで Cisco UCS Directorにアクセスする必要があります。Windowsシステムでの SSHアクセス
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には PuTTY（http://www.putty.org/を参照）を使用し、Macではビルトインの SSHユーティリティ
を使用します。

手順

ステップ 1 CiscoUCSDirectorで、[管理（Administration）] > [オープンオートメーション（OpenAutomation）]
を選択します。

[モジュール（Modules）]表が開いて、次の列が表示されます。

説明カラム（Column）

モジュールの ID。ID

モジュールの名前。[名前（Name）]

モジュールの説明。説明

モジュールの現在のバージョン。モジュール開

発者は、モジュールのバージョンの管理方法を

決定する必要があります。

バージョン（Version）

このモジュールに最も適切なCiscoUCSDirector
のバージョンを表示します。

互換性あり（Compatible）

モジュールのテクニカルサポート担当者の連絡

先情報。

連絡先（Contact）

モジュールがアップロードされる時間。アップロード時間（Upload Time）
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説明カラム（Column）

モジュールのステータス。ステータスには、有

効、無効、アクティブ、および非アクティブが

含まれます。

ユーザは、モジュールを有効にするか、無効に

するかを制御できます。有効になっている場合

は、CiscoUCSDirectorがモジュールの初期化を
試みます。無効になっている場合は、CiscoUCS
Directorがモジュールを無視します。モジュー
ルは、CiscoUCSDirectorが例外なしでモジュー
ルを初期化できた場合にのみアクティブ状態と

して設定されます。

アクティブは、必ずしも、モジュール

内のすべてが正しく機能していること

を意味しているわけではなく、単に、

モジュールが起動したことを示してい

るに過ぎません。非アクティブは、

Cisco UCS Directorがモジュールの初
期化を試みたときに、重大なエラーが

発生して初期化ができなかったことを

意味します。非アクティブフラグの

一般的な原因：モジュールが誤った

バージョンの Javaでコンパイルされ
たか、モジュールにクラスが含まれて

いなかった。

（注）

ステータス（Status）

モジュールが検証済みかどうかを示します。検証済み（Validated）

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックして、新しいモジュールを追加します。
[モジュールを追加（Add Modules）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 モジュールの zipファイルをローカルファイルから選択し、[アップロード（Upload）]をクリッ
クしてモジュールの zipファイルをアップロードします。

ステップ 4 [モジュール（Modules）]テーブルでモジュールを選択してから、[有効（Enable）]をクリックし
て、モジュールを有効にします。

ステップ 5 Cisco UCS Directorを再起動してモジュールをアクティブにします。

ステップ 6 CiscoUCSDirectorで、[管理（Administration）] > [オープンオートメーション（OpenAutomation）]
の順に移動して、モジュールのステータスがアクティブであることを確認します。
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モジュールの非アクティブ化

モジュールを非アクティブ化するには、変更が有効になるようにCiscoUCSDirectorサービスを停
止して再起動する必要があります。

手順

ステップ 1 非アクティブ化する必要のあるモジュールを [モジュール（Modules）]テーブルで選択し、続いて
[非アクティブ化（Deactivate）]コントロールをクリックします。

ステップ 2 Cisco UCS Directorサービスを停止して再起動します。モジュールのアクティブ化の後と同じ手順
に従います。
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